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WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

ＷＨＡグループ、コロナ後のASEAN自動車産業の見通しについて
投資家クラブ・セミナー開催 
ＷＨＡグループ、コロナ後のASEAN自動車産業の見通しについて
投資家クラブ・セミナー開催 

WHAグループは“コロナ　パンデミック後のASEAN
自動車産業の見通し”についてオンライン投資家クラ
ブ・セミナーを開催しました。WHAインダストリアル・
デベロップメント社デビッド・ナードン、産業兼国際部
グループ取締役はJessada Thongpak　ASEAN乗
用車市場リサーチ＆アナリスト部長, Siri Kanjanasi-
ri ASEAN パワートレイン産業市場リサーチ・アナリ
ストらHISマークイットの専門家を招き、タイ及び東南
アジアの自動車産業の生産見通しについての意見交
換を行いました。講演者は新しい需要とトレンドにつ
いても議論し、参加者に業界回復後の展望を示しまし
た。

WHAUP、
第23回学校貢献プログラムを支援
WHAUP、
第23回学校貢献プログラムを支援

W
H
A
、 

企
業
と
求
職
者
と
の
職
業
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
始
動
へ

　WHA コーポレーションのジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グループ CEO はエクゼクティブ
　プログラムの一環でイースタン・シーボード工業団地 1（WHA　ESIE1）とイースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）を訪問したセキュリティ　マネージメント　アンド　リーダーシップの役員及び参加
者を温かく迎えました。タイ国立防衛大学のスポット・タムマロンラット副理事長に率いられた使節団は、
東部経済回廊（EEC）にあるWHA工業団地のオペレーションを見学。今回の訪問ではWHAが顧客支援の
ため技術を駆使し強化しているインフラとサービスの概要についての説明を受けました。

W
H
A
、
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
・
レ
ム
チ
ャ
バ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
開
所
式
を
開
催

WHAコーポレーション法人マーケティング部シニア・マネジャー
Fasai Finch氏（左から3番目）、WHAインダストリアル・デベロップ
メント　環境＆セーフティーシニアマネジャーPiyatida Tirawan氏
（右端）、同副工業団地責任者Sathapanic Piroondee氏（左端）
はUNタイレジデントコーディネーターGita Sabharwal氏（中央）、
データ集計オフィサーThaamana Lekprichakul氏（右から3番目）
UNIDOプログラム・オフィサーSooksiri Chamsuk氏（右から２番
目）を歓迎した。

関
係
に
あ
る
D
B
シ
ェ
ン
カ
ー
社
は

1
0,
1
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
占
有
。

タ
イ
国
内
お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
近
隣
諸
国
の
タ
イ
・

サ
ム
ス
ン
電
子
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
部
経
済
回
廊
（
E
C
C
）
の
中
心

に
位
置
す
る
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

セ
ン
タ
ー
は
タ
イ
・
サ
ム
ス
ン
電
子
の

メ
イ
ン
工
場
か
ら
わ
ず
か
4
.
5
キ
ロ

の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
高
速
道
路
に
も

近
く
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
深
海
港
、
ス
ワ

ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
、
バ
ン
コ
ク
中
心
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
で
す
。

　

建
物
は
広
く
、
デ
ザ
イ
ン
設
計
で
は

平
面
フ
ロ
ア
を
採
用
し
て
お
り
、

L
E
D
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
と
い
っ

た
設
備
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
物
流
施

設
に
と
り
必
要
不
可
欠
な
条
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
。
敷
地
は
経
営
部
、
管
理

部
の
業
務
の
ほ
か
、
研
修
活
動
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ン
サ
ク
ン
C
E
O
は
、

「
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

に
一
流
企
業
2
社
を
お
迎
え
す
る
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
E
E
C

域
内
の
物
流
業
界
に
お
け
る
我
々
の
戦

略
的
役
割
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
タ
イ
・

サ
ム
ス
ン
電
子
と
D
B
シ
ェ
ン
カ
ー
が

タ
イ
と
近
隣
国
に
商
業
的
地
位
を
確
立

し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
広
め
て
い
く
過
程

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
関
係
は
顧
客
と
W
H
A
双
方
に

と
っ
て
、
ま
さ
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

（
W
i
n
―
W
i
n
）
の
関
係
で
あ
り
ま

す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　

新
設
さ
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

P
iy
a
b
u
t C
h
a
ru
p
h
e
n
 

B
I
G
社
社
長

タ
ー
を
含
め
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
国

内
に
合
計
面
積
2
3
9
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
物
流
施
設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
ビ
ル
ド
・
ト
ゥ
・
ス
ー
ツ

型
物
流
施
設
（
B
T
S
）、
レ
デ
ィ
・

ビ
ル
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
R
B
F
）、

倉
庫
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
で
は
今
後
3
、
4
年
以
内
に
規

模
を
3
0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
広

げ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

タ
イ
国
内
大
手
物
流
・
工
業
団
地
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
P
C
L
は

こ
の
ほ
ど
W
H
A
顧
客
の
求
人
ニ
ー
ズ

と
求
職
者
の
適
性
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
求
人
サ
イ
ト
W
H
A

「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
C
R
S
活
動
の

一
環
と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
E
ジ
ョ
ブ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
W
H
A

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に
ア
ク
セ

ス
で
き
、
求
職
者
の
資
格
と
ス
キ
ル
を

W
H
A
の
物
流
セ
ン
タ
ー
と
工
業
団
地

内
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
末
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
ン
チ
以
来
、

W
H
A
の
顧
客
企
業
よ
り
1
0
0
件
を

超
え
る
求
人
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
現
在
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
W
H
A

顧
客
の
み
な
ら
ず
、
東
部
経
済
回
廊

（
E
C
C
）
域
内
の
工
業
団
地
、
物
流

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
、
教
育
機
関
、

政
府
機
関
な
ど
へ
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
7
月
15
日
か
ら
31
日
に
か
け
て

「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
週
間
」
を
開

催
し
、
企
業
と
人
材
派
遣
会
社
が
最
終

候
補
者
ら
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
接
を

行
い
ま
し
た
。
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て

話
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

企
業
説
明
会
は
適
材
適
所
の
人
材
を
発

掘
す
る
絶
好
の
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
多
く
の
企
業
と
そ
こ
で
働
く
多
く

の
従
業
員
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
で
は
生
産
ラ
イ
ン
で
の
欠
員

の
埋
め
合
わ
せ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
企
業
も
出
て
き
ま
し
た
」
と
W
H
A

グ
ル
ー
プ
取
締
役
兼
産
業
・
国
際
グ

ル
ー
プ
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ノ
ー
ド
ン
氏
は
話
し
ま
す
。
さ
ら

に
、「
W
H
A
の
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
通
し
て
、
顧
客
の
人
的
資
源
の

創業 23年を迎えるWHAグループは、WHA 工業団地に所在する50 社以上の企業とともに、低所得者家庭の学生の生活レ
ベルを向上させるための教育支援を行なっています。WHA グループによる貢献プログラムは近隣コミュニテｲや社会にも好影
響を与えています。

7月には 5 日間に
わ たり WHA グ
ループの経営幹部
らが WHA 工業
団地に近い 50 の
学校と児童発達支
援センター 15 カ
所を訪 問、2 万
400 人の子どもに
社会生活や学校
生活で必要な物資
やスポーツ用品を
届けました。児童
はそれぞれバック
パック、ノート、
ペン、鉛筆、クレ
ヨンやその他の用
具を受け取りまし
た。
WHA コーポレー
ション PCL コー
ポレート・マーケ
テｲング部のシヤ
パット・チャンタ

CSR

国連 (UN) 及び国際連合工業開発機関 (UNIDO) から
の代表団が東部経済回廊（EEC）に位置するWHAイー
スタン・シーボード工業団地を訪問しました。訪問の
目的は、WHA の事業運営が UN の掲げる「持続可
能な開発目標」の 17 項目に則しているかを確認する
ためです。
国連は現在タイ工業団地公社（IEAT）と共働し、資
源の有効活用と低炭素工業団地の開発を進めていま
す。使節団は WHA が推進する持続可能かつ長期的
ビジョンに立ったエコ・フレンドリーな工業団地として
の使命についての説明を受けました。

WHAグループは「We care for Nong Kae」 プログラムの一
環としてサラブリ県ノンケー地区へ寄付を行ないました。新型
コロナウイルスの影響を少なからず受けた地元コミュニティを
支援するため官民合同でのフードドネーションが行なわれまし
た。サラブリ県知事マンラット・ラタナスコン氏はチャリティー
イベントにおいて、WHAサラブリ・インダストリアル・ランド
（WHA　SIL）代表ナロンサック・チャットチャバン氏をはじめ、
地方自治体、企業などから支援物資を受け取りました。また、
6500 食（お弁当 2000 箱分）が新型コロナウイルス感染拡
大で経済的に苦しい状況に追い込まれた地元住民に配られま
した。WHA グループは地元コミュニティに寄り添い、このパ
ンデミックを共に克服するための役割を今後も担っていきま
す。

ニ
ー
ズ
と
求
職
者
の
資
質
と
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
、
全
て
の
人
々
に
と
っ
て

W
i
n
-
W
i
n
状
況
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
顧
客
が
欠
員
情
報
と
求
人
条

件
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
求
職
者

は
申
請
書
類
を
無
料
で
W
H
A
工
業
団

地
の
ウ
ｴ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
W
H
A
の
サ
イ
ト
は
政

府
機
関
の
職
業
教
育
委
員
会

（V
o
c
a
tio
n
a
l E

d
u
c
a
tio
n
 

C
om
m
ission

）
の
サ
イ
ト
に
も
リ

ン
ク
し
て
お
り
、
全
国
の
職
業
訓
練
校

や
理
数
系
の
卒
業
生
ら
が
求
人
案
内
を

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

求
人
案
内
へ
の
情
報
掲
載
は
簡
単
で
す
。

ま
ずw

w
w
.w
ha-industrialestate.co

に
ア
ク
セ
ス
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
上

の
「
W
H
A 

J
o
b 

P
o
o
l
」　

ア

イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
企
業
は
求

人
広
告
が
掲
載
で
き
、
求
職
者
は
求
職

申
請
書
に
記
入
し
提
出
す
る
こ
と
が
、

と
も
に
無
料
で
行
え
ま
す
。

B
I
G
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

 

　
　
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
産
業
ガ
ス
生
産
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
給
の
合
弁
会
社
設
立
へ

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）最高経営
責任者であるNiphon Bundechanan博士はWHAグループのスタッフと
ともに、WHA工業団地に入居する70社以上の企業及び経営パートナー
らと協働で、第23回学校貢献プログラムを支援。65校の生徒20,400人
以上に学校教材やスポーツ用品などを届けました。当プログラムでは学校
再開時に生徒一人一人が安全に学校生活を送れるよう、個々の衛生と健
康意識を高めることも目的の一つとなっています。

WHAグループ、学生の明るい未来のための学校貢献プログラム
Covid-19バンデミックの厳しい状況の中、これまでと変わらぬ支援を続ける
WHAグループ、学生の明るい未来のための学校貢献プログラム
Covid-19バンデミックの厳しい状況の中、これまでと変わらぬ支援を続ける

W
H
A
グ
ル
ー
プ
経
営
幹
部
と
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
メ
ガ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
・
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
2
の
開
所
式

に
参
列
す
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ン
サ
ク
ン
C
E
O
（
前
列
中
央
）、
お
よ
び
ジ
ャ
ク
リ
ッ
ト
・

チ
ャ
イ
サ
ニ
ッ
ト
最
高
執
行
責
任
者
（
前
列
右
か
ら
2
人
目
）

WHAグループ、コロナ渦で苦しむ
サラブリ県ノンケー地区のコミュニティを支援
WHAグループ、コロナ渦で苦しむ
サラブリ県ノンケー地区のコミュニティを支援

　

新
た
に
設
立
さ
れ
る
合
弁
会
社
は
、

ガ
ス
製
造
プ
ラ
ン
ト
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

を
建
設
し
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
E
S
I
E
）
内
の
入
居

企
業
へ
窒
素
ガ
ス
を
供
給
し
ま
す
。
長

期
的
に
は
生
産
を
拡
大
し
、
タ
イ
国
内

の
他
の
W
H
A
工
業
団
地
へ
も
供
給
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

タ
イ
の
産
業
ガ
ス
大
手
、
バ
ン
コ
ク
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ガ
ス

（
B
I
G
）
と
工
業
団
地
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

大
手
の
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
W
H
A
I
D
）

は
合
弁
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を

2
0
2
0
年
8
月
27
日
に
発
表
し
ま
し

た
。
社
名
を
B
I
G　

W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
ガ
ス
社
と
し
、
株
式
を

B
I
G
が
51
％
、
W
H
A
I
D
が
49
％

保
有
し
ま
す
。

　

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
、
合
弁
会
社
は
ガ

ス
製
造
プ
ラ
ン
ト
と
配
給
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
建
設
し
、
タ
イ
の
自
動
車
産
業

集
積
地
で
あ
る
E
S
I
E
内
と
隣
接
す

る
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド

WHAグループ、工業団地におけるグリーンイニシアチブについての
研究を行う国連（UN）、国際連合工業開発機関（UNIDO）使節団を歓迎
WHAグループ、工業団地におけるグリーンイニシアチブについての
研究を行う国連（UN）、国際連合工業開発機関（UNIDO）使節団を歓迎

　

流
通
・
工
業
団
地
運
営

大
手
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は

7
月
2
日
、
メ
ガ
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
、

レ
ム
チ
ャ
バ
ン
2
の
開
所

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
メ

ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
・
レ
ム
チ
ャ
バ
ン

１
か
ら
６
キ
ロ
ほ
ど
の
離

れ
た
場
所
に
位
置
す
る
新

施
設
は
、
レ
ン
チ
ャ
バ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
の
２
つ

目
の
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、

タ
イ
全
体
で
は
38
番
目
の

施
設
と
な
り
ま
す
。　

敷

地
面
積
4
4,
8
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
の
新
施
設
は
２

つ
の
テ
ナ
ン
ト
に
貸
し
出

さ
れ
ま
す
。
3
4,
7
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
を
占
有
す

る
タ
イ
・
サ
ム
ス
ン
電
子

は
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
と
い
っ

た
家
電
製
品
の
主
要
物
流
施
設
と
し
て

利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
10
年
以
上
タ
イ
・

サ
ム
ス
ン
電
子
と
契
約
パ
ー
ト
ナ
ー
の

工
業
団
地
１
（
W
H
A 

E
S
I
E
1
）

の
入
居
企
業
に
窒
素
ガ
ス
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
操
業
開
始
は

2
0
2
2
年
前
半
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通

し
て
酸
素
ガ
ス
や
そ
の
他
の
産
業
ガ
ス

を
製
造
・
配
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
の

W
H
A
工
業
団
地
へ
も
事
業
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
視
野
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
「
我
々
は
W
H
A
I
D
と
合
弁
会
社

を
設
立
す
る
こ
と
を
非
常
に
喜
ば
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
E
S
I
E
と

W
H
A　

E
S
I
E
1
の
入
居
企
業

へ
、
将
来
的
に
は
他
の
W
H
A
工
業
団

地
へ
も
効
率
的
に
、
か
つ
信
頼
の
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と

P
iyabut C

haruphen 

B
I
G
社

社
長
は
述
べ
て
い
ま
す
。「
我
々
の
最

先
端
産
業
ガ
ス
製
造
と
パ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
配
給
、
デ
ジ
タ
ル
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
技
術
は
信
頼
性

の
高
い
ガ
ス
供
給
だ
け
で
な
く
、
ト

ラ
ッ
ク
で
の
配
送
よ
り
コ
ス
ト
を
削
減

し
、
配
給
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
我
々
B
I
G
社
の
産
業
ガ
ス

分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
革
新
と
技
術

は
タ
イ
の
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
長
に
貢
献
す
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
」

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
兼
国
際
部
門
の

最
高
責
任
者
で
あ
る
デ
ビ
ッ
ト
・
ナ
ー

ド
ン
氏
は
「
こ
の
新
し
い
合
弁
企
業
は

我
々
の
企
業
理
念
で
あ
る
〝
ス
マ
ー
ト

　

エ
コ
工
業
団
地
〞
に
即
し
た
も
の
で
、

提
携
企
業
と
の
W
i
n
ー 

W
i
n
の
関

係
を
築
く
経
営
戦
略
と
も
合
致
す
る
も

の
で
す
」
と
指
摘
し
ま
す
。「
我
々
は

付
加
価
値
の
加
わ
っ
た
新
し
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
既
存
の
製
品
を
進
化

さ
せ
た
も
の
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を

共
通
目
的
と
し
て
B
I
G
社
と
共
有
し

て
い
き
た
い
。
こ
の
合
弁
事
業
は
我
々

が
よ
り
進
化
し
た
形
で
、
工
業
団
地
内

に
産
業
ガ
ス
を
供
給
し
、
配
給
で
き
る

よ
い
一
例
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

　

産
業
ガ
ス
は
自
動
車
、
電
機
、
石
油
、

石
油
化
学
、鉄
鋼
業
、ガ
ラ
ス
、飲
食
業
、

医
療
用
ガ
ス
な
ど
と
い
っ
た
広
い
産
業

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
社
産
業
兼
国
際
部
門
の
最
高
責
任
者

デ
ビ
ッ
ト
・
ナ
ー
ド
ン
氏

チャイロート部長率いる会社幹部らは、アルコールジェルを各
学校に配布し、新型コロナウィルスの感染拡大から身を守るよ
うに教師と学生に伝えました。「地区と学校関係者は寄贈品を受
け取り、感謝の意を述べていました。我々はまた学校の再開に
合わせ、学校側に正しい公衆衛生と健康への意識を高めるよう
伝えました」
「教育はコミュニテｲが持続的に繁栄していくために必要不可欠
なものです。近隣の人々の命を守り、社会環境を改善すること
が出来ます」とWHAグループ取締役会副会長兼産業・国際グ
ループエクゼクティブのデビッド・ナードン氏は述べています。「こ
の 20 年間、我々はさまざまな地域で従業員、経営陣、顧客ら
が集まって行う支援プログラムを展開してきました。手を取り合っ
て一緒に行動すれば教育を通して改革をもたらすことが出来ると
信じています。スポンサーの皆様の温かいご支援に感謝いたし
ます」。
ジャリーポーン・ジャルコーンサクン WHA コーポレーション
PCL 会長兼グループCEOはコミュニティの若い世代へ投資する
ことを大切さを強調。「WHA グループは若いコミュニティメン
バーが社会で生活していく上で必要なスキルを身につけ、自身
の生活環境を改善することを可能とする教育プログラムを展開し
てきました。これはタイ政府による『タイランド 4.0』の中でも
定められている、教育格差を是正するものでもあります」
WHA グループではコミュニテｲが持続可能な発展を果たし、学
生たちがバランスのとれた教育を受けられるよう、これからもコ
ミュニテｲを支え続けていきます。教育は若い世代の生活を向上
させ、責任感の強い大人となり、社会に貢献できる人材となる “要
（かなめ）” となるものです。
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リーダーシップの使節団を歓迎



　ジャリーポーン・ジャルコーンサクンWHAコーポレーション会長兼グループ CEO（写真左から 3
番目）とWHAグループ取締役役員、幹部らは先日、WHA工業団地 1(CIE１) を訪問。タイの最新デー
タセンター SUPERNAP や、チョンブリ・クリーン・エナジー社の産業廃棄物を電力へと転換する、
環境に配慮した廃棄物焼却・発電プラントやウエットランドを一日かけて視察しました。

　

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
J
S
C
は
こ
の
ほ
ど
Ｗ
Ｈ
Ａ
工
業
団
地
１

―
ゲ
ア
ン
と
、
自
動
車
部
品
工
場
と
物
流
倉
庫

立
ち
上
げ
の
た
め
、
土
地
の
リ
ー
ス
に
関
す
る

M
O
U
（
了
解
覚
書
）
を
交
わ
し
ま
し
た
。
工

場
で
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
、
Z
A
C
，

D
O
N
G
F
A
N
G
，
H
O
W
O
と
い
っ
た
企

業
向
け
に
自
動
車
部
品
が
生
産
さ
れ
る
予
定
で

す
。

外
国
人
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な

　
　
　
　
　
　
　
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン

外
国
人
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な

　
　
　
　
　
　
　
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン

ＷＨＡグループ取締役役員ら、
WHA 工業団地 1(CIE１) を訪問

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
、

　

W
H
A
工
業
団
地
１
ー
ゲ
ア
ン
に

　
　

自
動
車
部
品
工
場
生
産
工
場
を
設
立
へ

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1
―
ゲ
ア
ン
が
事
業
を
開
始
し
て
か
ら

3
年
が
経
過
し
、
国
内
外
の
多
く
の
投

資
家
か
ら
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
界
水
準
を
満
た
し
た
施
設
、
実

用
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
顧
客
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
と
運
営
を
最
大

限
効
率
的
に
実
現
で
き
ま
す
。

　

タ
イ
に
拠
点
を
置
く
W
H
A
グ
ル
ー

プ
が
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
１
を
開
発
す
る
た
め
ベ
ト
ナ
ム
北
中

部
ゲ
ア
ン
省
を
選
ん
だ
の
は
2
0
1
7

年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
30
年
に
及
ぶ

工
業
団
地
運
営
の
経
験
を
ベ
ト
ナ
ム
に

持
ち
込
み
、
ゲ
ア
ン
経
済
地
区
と
い
う

戦
略
的
拠
点
に
、
総
敷
地
面
積
4
9
8

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
1
4
3
・
5
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
第
1
フ
ェ
ー
ズ
で
完
成
さ

せ
、
最
初
の
顧
客
を
日
本
・
タ
イ
・
中

国
か
ら
迎
え
て
い
ま
す
。

　

地
理
的
に
も
優
位
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
り
ま
す
。
拡
張
整
備
さ
れ
た
交
通

イ
ン
フ
ラ
、
3
2
0
万
人
の
人
口
と
、

職
業
訓
練
を
受
け
た
豊
富
な
労
働
力
は

非
常
に
魅
力
的
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
第
一
歩
と
し
て
ゲ
ア

ン
を
選
ん
だ
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
ゲ
ア
ン
省
に
は
82
キ
ロ
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
ビ
ン
国
際
空
港
が
あ
り
、
さ

ら
に
海
岸
線
に
は
３
つ
の
港
（
ビ
ッ
サ

イ
、
ク
ア
ロ
ー
国
際
深
海
港
、
D
K
C

ペ
ト
ロ
リ
ウ
ム
ポ
ー
ト
）
と
南
北
を
結

ぶ
鉄
道
、
８
つ
の
国
道
、
高
速
道
路
も

あ
り
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
面
で
も
優
位

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
と
研
修
施
設
と
し
て
は
、
７

校
の
総
合
大
学
、６
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
、

４
つ
の
専
門
学
校
、
67
の
職
業
訓
練

校
が
あ
り
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
人
材
の
確
保
と
教
育
を
行
な
う
相

互
協
定
を
ゲ
ア
ン
省
の
省
都
ビ
ン
市

と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
「
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
も
成
功

し
、
投
資
家
の
間
で
も
安
全
か
つ
魅

力
的
な
投
資
先
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
ゲ
ア
ン

省
当
局
に
よ
る
手
厚
い
支
援
に
よ

り
、
ゲ
ア
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、

製
造
と
物
流
の
統
合
的
な
ハ
ブ
へ
と

成
長
し
、
国
家
の
未
来
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
ベ
ト
ナ
ム

が
、
そ
し
て
当
工
業
団
地
が
、
多
く

の
海
外
投
資
家
を
呼
び
込
む
と
信
じ

て
い
ま
す
」
と
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
P
L
C

産
業
及
び
国
際
グ
ル
ー
プ
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
取
締
役
は
述
べ
て
い

ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
で
の

30
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
1
の
投
資
家
ら
は
W
H
A
グ
ル
ー

プ
が
タ
イ
で
培
っ
た
30
年
間
の
経
験

と
い
う
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
タ
イ
で
世
界
水
準
の
工
業
団

地
を
立
ち
上
げ
、
発
展
さ

せ
て
き
た
W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
、
現
在
で
は
11
の
工

業
団
地
を
運
営
。
総
面
積

は
7,
8
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お
よ
び
、
世
界
中
か
ら

8
0
0
社
以
上
の
企
業
が

集
ま
り
、
投
資
総
額
は
お

お
よ
そ
3
3
2
億
ド
ル
に

も
上
り
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン

に
は
世
界
水
準
の
道
路
、

水
事
業
、
電
力
、
最
新
通

信
シ
ス
テ
ム
、
大
気
質
モ

ニ
タ
ー
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
設
備
が
整
っ

て
い
ま
す
。
区
画
整
理
は

5
,

0
0
0
か
ら

1
0
0,
0
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
と
細
か
く
、
投
資
家
の
要
求

に
あ
っ
た
広
さ
の
区
画
が
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

幹
線
道
路
は
4
車
線
、
準
幹
線
は
２

車
線
、
厚
さ
25
㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

舗
装
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
道
路

網
と
な
っ
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
環
境
に
配
慮
し
た
方
針
に
沿
っ
た

貯
水
タ
ン
ク
は
容
量
5,
0
0
0
立
方

メ
ー
ト
ル
、
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
最
大

容
量
は
1
0,
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

で
、
投
資
家
が
も
っ
と
も
注
目
す
る
設

備
の
一
つ
で
す
。
廃
水
処
理
設
備
で
は

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
地

中
濾
過
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
工
業
団

地
内
の
企
業
が
排
出
す
る
水
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
一
日
当
た
り
3,
2
0
0

〜
9,
6
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理

能
力
を
も
つ
曝
気
ラ
グ
ー
ン
と
湿
地

（
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
海
抜
4
・
3
0
メ
ー
ト
ル

の
堤
防
を
工
業
団
地
の
周
り
に
築
き
、

巨
大
な
容
積
6
0,
0
0
0
立
方
メ
ー

ト
ル
の
貯
水
池
と
自
動
ポ
ン
プ
ス
イ
ッ

チ
で
洪
水
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

電
力
は
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
容
量
22

k
V
と
1
1
0
k
V
の
電
力
を
直
接
引

き
込
ん
で
い
ま
す
。
街
灯
に
は
L
E
D

を
使
用
し
、
電
力
消
費
を
50
％
以
上
抑

え
て
い
ま
す
。
通
信
シ
ス
テ

ム
は
フ
ァ
イ
バ
ー
オ
プ
テ

イ
ッ
ク
イ
ン
フ
ラ
で
工
業
団

地
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用

で
き
ま
す
。
健
康
を
守
り
、

高
い
環
境
基
準
を
満
た
す
た

め
の
大
気
観
測
モ
ニ
タ
ー
シ

ス
テ
ム
（
A
Q
M
S 

）
は
24

時
間
稼
働
で
す
。　

　

ド
ン
・
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン

（
D
N
E
A
）
で
は
投
資
家
ら

が
輸
入
税
と
法
人
事
業
税
の

特
例
措
置
を
受
け
ら
れ
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
も
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン
で
は

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

フ
ェ
ー
ズ
1
に
続
い
て
、
残

り
6
フ
ェ
ー
ズ
、
合
計

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

地
は
今
後
順
次
開
発
さ
れ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

5
G
と
は
昨
今
話
題
の
セ
ル
ラ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
に
よ
る
第
5
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

G
M
S
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
G
M
S
A
）
に
よ
る
と
、
5
G
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ス
ピ
ー
ド
は
1
〜
10

G
b
p
s
で
、
家
庭
向
け
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
平
均
で

あ
る
10
ー
1
0
0
M
b
p
s
と
比
較

す
る
と
、
は
る
か
に
快
適
な
モ
バ
イ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。
5
G
は
ま
た
、
ス
ピ
ー

ド
だ
け
で
な
く
、
安
定
し
た
、
高
い

安
全
性
の
接
続
を
提
供
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
接
続
は
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
0
（
第
4
次
産
業
革
命
）

の
中
核
を
な
し
て
お
り
、
今
後
の
産

業
界
で
は
デ
バ
イ
ス
、
機
械
、
I
T

シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
接
続
お
よ
び
無

線
通
信
技
術
の
普
及
は
必
須
と
な
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ン
ド
と
し
て

は
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
や
無
人
倉
庫
へ

の
応
用
、
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

や
セ
ン
サ
ー
デ
バ
イ
ス
の
活
用
、
自

動
運
転
技
術
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
は
機
械
学
習
や
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
の
普
及

に
よ
り
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
で
は

高
度
な
医
薬
品

や
医
療
機
器
を

提
供
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、

的
確
な
診
断
を

下
し
て
治
療
を

す
る
こ
と
に
役

立
ち
ま
す
。

　

高
速
度
と
信

頼
性
を
兼
ね
備

え
た
5
G
は
、

い
ま
だ
か
つ
て

な
か
っ
た
高
い

デ
ー
タ
レ
ー
ト

を
用
い
た
瞬
間

通
信
・
低
遅
延
・

大
規
模
接

続
を
利
用

し
た
、
新

し
い
ア
プ

リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・

産
業
・
ビ

ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
生

む
可
能
性

を
秘
め
て

い
ま
す
。

こ
の
次
世

代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は

3
G
や
4
G
と

異
な
り
、
一
般

消
費
者
市
場
の
み
な
ら
ず
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
て
企
業
活
動
や
生
産

工
程
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
を
目

指
す
中
小
企
業
や
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ

ト
な
ど
の
産
業
分
野
ま
で
活
用
の
幅

が
広
が
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
工
場
作
業
員

が
、
現
場
で
も
リ
モ
ー
ト
操
作
で
も
、

作
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

I
o
T
デ
バ
イ
ス
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
、

自
動
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
と

5
G
お
よ
び
ク
ラ
ウ
ド
を
介
し
て
確

実
に
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

　

5
G
技
術
の
多
く
は
既
存
の
4
G

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
構
築
さ
れ
る
た

め
、
5
G
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
に
は
追

加
投
資
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
投
資
は
、
安
定
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
が
す
で
に
存
在

し
、
5
G
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
が
あ
る

工
業
地
帯
や
大
都
市
に
対
し
て
行
わ

れ
る
の
が
理
想
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
、
世
界
水
準
の
経
済
地
区
と
し
て

新
S
カ
ー
ブ
産
業
が
集
結
す
る
東
部

経
済
回
廊
（
E
C
C
）
は
ま
さ
に
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ま
す
。

5
G
と
I
o
T
が
豊
富
な
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
は
い

ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
見
識
を
企
業

活
動
へ
取
り
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
基

に
重
要
な
決
断
を
下
し
、
コ
ス
ト
削

減
や
良
質
な
顧
客
サ
ー
ビ
ス
、
長
期

成
長
戦
略
を
立
案
す
る
と
い
っ
た
企

業
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。

　

E
E
C
域
内
に
位
置
す
る
W
H
A

工
業
団
地
で
は
当
該
地
域
に
お
け
る

5
G
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
調
査
の
う

え
、
5
G
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
。
大
手
通
信
事
業
者
の

A
I
S
、
T
r
u
e
、
D
T
A
C
、

C
A
T
と
基
本
合
意
書
（
M
O
U
）

を
結
び
ま
し
た
。
E
C
C
域
内
の

W
H
A
グ
ル
ー
プ
工
業
団
地
内
で
は

5
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
周
波
数
割
当

計
画
が
進
行
中
で
す
。
最
新
イ
ン
フ

ラ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ

て
の
顧
客
に
事
業
効
率
化
を
も
た
ら

し
産
業
を
発
展
さ
せ
る
上
で
W
H
A

グ
ル
ー
プ
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

E
E
C
工
業
地
域
内
で
の
5
G
の

成
果
は
、
す
な
わ
ち
タ
イ
国
の
5
G

技
術
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

タ
イ
国
の
工
業
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ

け
に
利
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
な

く
、タ
イ
の
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
5
G

技
術
が
既
に
広
く
普
及
し
て
い
る
米

国
・
韓
国
・
日
本
・
中
国
と
い
っ
た

他
の
技
術
先
進
国
と
対
等
に
渡
り
合

え
る
国
際
競
争
力
を
培
っ
て
い
き
ま

す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

５
G

MOU調印式に参列するWHA工業団地１－ゲアン代表取締役 
Thi Bich Lien氏（左から3番目）とヴィナサン・エナジー・イン
ベストメントJSC社長Le Khac Thai氏（右から３番目）

　

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン

ト

J

S

C

は
、
Z

A

C
、

D
O
N
G
F
A
N
G
、
H
O
W
O
な
ど
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
向
け
に
自
動
車
用
ス
ペ
ア

パ
ー
ツ
を
製
造
・
供
給
し
て
お
り
、
最
近
、

W
H
A
工
業
団
地
1
―
ゲ
ア
ン
内
に
新
拠
点
を

設
立
す
る
為
土
地
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
物
流
倉
庫
を
含
む
将
来
の
施
設
は
、
同
社

が
生
産
能
力
を
拡
大
し
、
国
内
地
域
お
よ
び
世

界
市
場
に
お
け
る
顧
客
の
需
要
増
加
に
対
応
す

る
の
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
、

　
　
　
　

W
H
A
工
業
団
地
1
の

　
　
　
　
　
　

土
地
リ
ー
ス
契
約
を
締
結

Nguyen Thi Bich Lien氏(左から3人目) - WHA工業
地帯ゲアン省JSCの最高責任者、Le Khac Thai氏(右
から3人目)、ヴィナサン・エナジー・インベストメント
JSC取締役。ヴィナサン・エナジー・インベストメント
JSCは、ヴィナサン・エナジー・インベストメントJSCの
社長であるNguyen Duc Chinh氏(右から2番目)

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
－

ゲ
ア
ン
は
、
ゲ
ア
ン
省
ギ
ロ
ッ
ク
区
ギ
ー
フ

ン
自
治
体
の
祖
国
戦
線
委
員
会
に
1
5
0
0

万
ド
ン
の
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
他
の
企
業
と
協
力
し

な
が
ら
有
意
義
な
社
会
活
動
を
行
な
い
、
自

治
体
内
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
を
支
援
す
る
た

め
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン

１
―
ゲ
ア
ン 

の
代
表
者

は
、
W
H
A

グ
ル
ー
プ
が

ギ
ー
フ
ン
自

治
体
の
発
展

に
今
後
も
全

面
的
に
貢
献

し
て
い
く
こ

と
を
表
明
し

ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

　

ゲ
ア
ン
省
ギ
ロ
ッ
ク
区

　
　

ギ
ー
フ
ン
自
治
体
に
寄
付
金
を
贈
呈

23
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　ジャリーポーン・ジャルコーンサクンWHAコーポレーション会長兼グループ CEO（写真左から 3
番目）とWHAグループ取締役役員、幹部らは先日、WHA工業団地 1(CIE１) を訪問。タイの最新デー
タセンター SUPERNAP や、チョンブリ・クリーン・エナジー社の産業廃棄物を電力へと転換する、
環境に配慮した廃棄物焼却・発電プラントやウエットランドを一日かけて視察しました。

　

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
J
S
C
は
こ
の
ほ
ど
Ｗ
Ｈ
Ａ
工
業
団
地
１

―
ゲ
ア
ン
と
、
自
動
車
部
品
工
場
と
物
流
倉
庫

立
ち
上
げ
の
た
め
、
土
地
の
リ
ー
ス
に
関
す
る

M
O
U
（
了
解
覚
書
）
を
交
わ
し
ま
し
た
。
工

場
で
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
、
Z
A
C
，

D
O
N
G
F
A
N
G
，
H
O
W
O
と
い
っ
た
企

業
向
け
に
自
動
車
部
品
が
生
産
さ
れ
る
予
定
で

す
。

外
国
人
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な

　
　
　
　
　
　
　
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン

外
国
人
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な

　
　
　
　
　
　
　
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン

ＷＨＡグループ取締役役員ら、
WHA 工業団地 1(CIE１) を訪問

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
、

　

W
H
A
工
業
団
地
１
ー
ゲ
ア
ン
に

　
　

自
動
車
部
品
工
場
生
産
工
場
を
設
立
へ

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1
―
ゲ
ア
ン
が
事
業
を
開
始
し
て
か
ら

3
年
が
経
過
し
、
国
内
外
の
多
く
の
投

資
家
か
ら
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
界
水
準
を
満
た
し
た
施
設
、
実

用
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
顧
客
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
と
運
営
を
最
大

限
効
率
的
に
実
現
で
き
ま
す
。

　

タ
イ
に
拠
点
を
置
く
W
H
A
グ
ル
ー

プ
が
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
１
を
開
発
す
る
た
め
ベ
ト
ナ
ム
北
中

部
ゲ
ア
ン
省
を
選
ん
だ
の
は
2
0
1
7

年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
30
年
に
及
ぶ

工
業
団
地
運
営
の
経
験
を
ベ
ト
ナ
ム
に

持
ち
込
み
、
ゲ
ア
ン
経
済
地
区
と
い
う

戦
略
的
拠
点
に
、
総
敷
地
面
積
4
9
8

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
1
4
3
・
5
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
第
1
フ
ェ
ー
ズ
で
完
成
さ

せ
、
最
初
の
顧
客
を
日
本
・
タ
イ
・
中

国
か
ら
迎
え
て
い
ま
す
。

　

地
理
的
に
も
優
位
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
り
ま
す
。
拡
張
整
備
さ
れ
た
交
通

イ
ン
フ
ラ
、
3
2
0
万
人
の
人
口
と
、

職
業
訓
練
を
受
け
た
豊
富
な
労
働
力
は

非
常
に
魅
力
的
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
第
一
歩
と
し
て
ゲ
ア

ン
を
選
ん
だ
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
ゲ
ア
ン
省
に
は
82
キ
ロ
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
ビ
ン
国
際
空
港
が
あ
り
、
さ

ら
に
海
岸
線
に
は
３
つ
の
港
（
ビ
ッ
サ

イ
、
ク
ア
ロ
ー
国
際
深
海
港
、
D
K
C

ペ
ト
ロ
リ
ウ
ム
ポ
ー
ト
）
と
南
北
を
結

ぶ
鉄
道
、
８
つ
の
国
道
、
高
速
道
路
も

あ
り
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
面
で
も
優
位

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
と
研
修
施
設
と
し
て
は
、
７

校
の
総
合
大
学
、６
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
、

４
つ
の
専
門
学
校
、
67
の
職
業
訓
練

校
が
あ
り
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
人
材
の
確
保
と
教
育
を
行
な
う
相

互
協
定
を
ゲ
ア
ン
省
の
省
都
ビ
ン
市

と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
「
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
も
成
功

し
、
投
資
家
の
間
で
も
安
全
か
つ
魅

力
的
な
投
資
先
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
ゲ
ア
ン

省
当
局
に
よ
る
手
厚
い
支
援
に
よ

り
、
ゲ
ア
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、

製
造
と
物
流
の
統
合
的
な
ハ
ブ
へ
と

成
長
し
、
国
家
の
未
来
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
ベ
ト
ナ
ム

が
、
そ
し
て
当
工
業
団
地
が
、
多
く

の
海
外
投
資
家
を
呼
び
込
む
と
信
じ

て
い
ま
す
」
と
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
P
L
C

産
業
及
び
国
際
グ
ル
ー
プ
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
取
締
役
は
述
べ
て
い

ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
で
の

30
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
1
の
投
資
家
ら
は
W
H
A
グ
ル
ー

プ
が
タ
イ
で
培
っ
た
30
年
間
の
経
験

と
い
う
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
タ
イ
で
世
界
水
準
の
工
業
団

地
を
立
ち
上
げ
、
発
展
さ

せ
て
き
た
W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
、
現
在
で
は
11
の
工

業
団
地
を
運
営
。
総
面
積

は
7,
8
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お
よ
び
、
世
界
中
か
ら

8
0
0
社
以
上
の
企
業
が

集
ま
り
、
投
資
総
額
は
お

お
よ
そ
3
3
2
億
ド
ル
に

も
上
り
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン

に
は
世
界
水
準
の
道
路
、

水
事
業
、
電
力
、
最
新
通

信
シ
ス
テ
ム
、
大
気
質
モ

ニ
タ
ー
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
設
備
が
整
っ

て
い
ま
す
。
区
画
整
理
は

5
,

0
0
0
か
ら

1
0
0,
0
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
と
細
か
く
、
投
資
家
の
要
求

に
あ
っ
た
広
さ
の
区
画
が
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

幹
線
道
路
は
4
車
線
、
準
幹
線
は
２

車
線
、
厚
さ
25
㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

舗
装
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
道
路

網
と
な
っ
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
環
境
に
配
慮
し
た
方
針
に
沿
っ
た

貯
水
タ
ン
ク
は
容
量
5,
0
0
0
立
方

メ
ー
ト
ル
、
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
最
大

容
量
は
1
0,
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

で
、
投
資
家
が
も
っ
と
も
注
目
す
る
設

備
の
一
つ
で
す
。
廃
水
処
理
設
備
で
は

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
地

中
濾
過
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
工
業
団

地
内
の
企
業
が
排
出
す
る
水
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
一
日
当
た
り
3,
2
0
0

〜
9,
6
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理

能
力
を
も
つ
曝
気
ラ
グ
ー
ン
と
湿
地

（
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
海
抜
4
・
3
0
メ
ー
ト
ル

の
堤
防
を
工
業
団
地
の
周
り
に
築
き
、

巨
大
な
容
積
6
0,
0
0
0
立
方
メ
ー

ト
ル
の
貯
水
池
と
自
動
ポ
ン
プ
ス
イ
ッ

チ
で
洪
水
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

電
力
は
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
容
量
22

k
V
と
1
1
0
k
V
の
電
力
を
直
接
引

き
込
ん
で
い
ま
す
。
街
灯
に
は
L
E
D

を
使
用
し
、
電
力
消
費
を
50
％
以
上
抑

え
て
い
ま
す
。
通
信
シ
ス
テ

ム
は
フ
ァ
イ
バ
ー
オ
プ
テ

イ
ッ
ク
イ
ン
フ
ラ
で
工
業
団

地
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用

で
き
ま
す
。
健
康
を
守
り
、

高
い
環
境
基
準
を
満
た
す
た

め
の
大
気
観
測
モ
ニ
タ
ー
シ

ス
テ
ム
（
A
Q
M
S 
）
は
24

時
間
稼
働
で
す
。　

　

ド
ン
・
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン

（
D
N
E
A
）
で
は
投
資
家
ら

が
輸
入
税
と
法
人
事
業
税
の

特
例
措
置
を
受
け
ら
れ
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
も
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
1
―
ゲ
ア
ン
で
は

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

フ
ェ
ー
ズ
1
に
続
い
て
、
残

り
6
フ
ェ
ー
ズ
、
合
計

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

地
は
今
後
順
次
開
発
さ
れ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

5
G
と
は
昨
今
話
題
の
セ
ル
ラ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
に
よ
る
第
5
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

G
M
S
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
G
M
S
A
）
に
よ
る
と
、
5
G
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ス
ピ
ー
ド
は
1
〜
10

G
b
p
s
で
、
家
庭
向
け
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
平
均
で

あ
る
10
ー
1
0
0
M
b
p
s
と
比
較

す
る
と
、
は
る
か
に
快
適
な
モ
バ
イ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。
5
G
は
ま
た
、
ス
ピ
ー

ド
だ
け
で
な
く
、
安
定
し
た
、
高
い

安
全
性
の
接
続
を
提
供
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
接
続
は
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
0
（
第
4
次
産
業
革
命
）

の
中
核
を
な
し
て
お
り
、
今
後
の
産

業
界
で
は
デ
バ
イ
ス
、
機
械
、
I
T

シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
接
続
お
よ
び
無

線
通
信
技
術
の
普
及
は
必
須
と
な
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ン
ド
と
し
て

は
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
や
無
人
倉
庫
へ

の
応
用
、
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

や
セ
ン
サ
ー
デ
バ
イ
ス
の
活
用
、
自

動
運
転
技
術
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
は
機
械
学
習
や
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
の
普
及

に
よ
り
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
で
は

高
度
な
医
薬
品

や
医
療
機
器
を

提
供
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、

的
確
な
診
断
を

下
し
て
治
療
を

す
る
こ
と
に
役

立
ち
ま
す
。

　

高
速
度
と
信

頼
性
を
兼
ね
備

え
た
5
G
は
、

い
ま
だ
か
つ
て

な
か
っ
た
高
い

デ
ー
タ
レ
ー
ト

を
用
い
た
瞬
間

通
信
・
低
遅
延
・

大
規
模
接

続
を
利
用

し
た
、
新

し
い
ア
プ

リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・

産
業
・
ビ

ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
生

む
可
能
性

を
秘
め
て

い
ま
す
。

こ
の
次
世

代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は

3
G
や
4
G
と

異
な
り
、
一
般

消
費
者
市
場
の
み
な
ら
ず
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
て
企
業
活
動
や
生
産

工
程
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
を
目

指
す
中
小
企
業
や
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ

ト
な
ど
の
産
業
分
野
ま
で
活
用
の
幅

が
広
が
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
工
場
作
業
員

が
、
現
場
で
も
リ
モ
ー
ト
操
作
で
も
、

作
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

I
o
T
デ
バ
イ
ス
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
、

自
動
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
と

5
G
お
よ
び
ク
ラ
ウ
ド
を
介
し
て
確

実
に
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

　

5
G
技
術
の
多
く
は
既
存
の
4
G

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
構
築
さ
れ
る
た

め
、
5
G
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
に
は
追

加
投
資
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
投
資
は
、
安
定
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
が
す
で
に
存
在

し
、
5
G
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
が
あ
る

工
業
地
帯
や
大
都
市
に
対
し
て
行
わ

れ
る
の
が
理
想
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
、
世
界
水
準
の
経
済
地
区
と
し
て

新
S
カ
ー
ブ
産
業
が
集
結
す
る
東
部

経
済
回
廊
（
E
C
C
）
は
ま
さ
に
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ま
す
。

5
G
と
I
o
T
が
豊
富
な
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
は
い

ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
見
識
を
企
業

活
動
へ
取
り
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
基

に
重
要
な
決
断
を
下
し
、
コ
ス
ト
削

減
や
良
質
な
顧
客
サ
ー
ビ
ス
、
長
期

成
長
戦
略
を
立
案
す
る
と
い
っ
た
企

業
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。

　

E
E
C
域
内
に
位
置
す
る
W
H
A

工
業
団
地
で
は
当
該
地
域
に
お
け
る

5
G
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
調
査
の
う

え
、
5
G
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
。
大
手
通
信
事
業
者
の

A
I
S
、
T
r
u
e
、
D
T
A
C
、

C
A
T
と
基
本
合
意
書
（
M
O
U
）

を
結
び
ま
し
た
。
E
C
C
域
内
の

W
H
A
グ
ル
ー
プ
工
業
団
地
内
で
は

5
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
周
波
数
割
当

計
画
が
進
行
中
で
す
。
最
新
イ
ン
フ

ラ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ

て
の
顧
客
に
事
業
効
率
化
を
も
た
ら

し
産
業
を
発
展
さ
せ
る
上
で
W
H
A

グ
ル
ー
プ
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

E
E
C
工
業
地
域
内
で
の
5
G
の

成
果
は
、
す
な
わ
ち
タ
イ
国
の
5
G

技
術
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

タ
イ
国
の
工
業
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ

け
に
利
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
な

く
、タ
イ
の
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
5
G

技
術
が
既
に
広
く
普
及
し
て
い
る
米

国
・
韓
国
・
日
本
・
中
国
と
い
っ
た

他
の
技
術
先
進
国
と
対
等
に
渡
り
合

え
る
国
際
競
争
力
を
培
っ
て
い
き
ま

す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

５
G

MOU調印式に参列するWHA工業団地１－ゲアン代表取締役 
Thi Bich Lien氏（左から3番目）とヴィナサン・エナジー・イン
ベストメントJSC社長Le Khac Thai氏（右から３番目）

　

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン

ト

J

S

C

は
、
Z

A

C
、

D
O
N
G
F
A
N
G
、
H
O
W
O
な
ど
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
向
け
に
自
動
車
用
ス
ペ
ア

パ
ー
ツ
を
製
造
・
供
給
し
て
お
り
、
最
近
、

W
H
A
工
業
団
地
1
―
ゲ
ア
ン
内
に
新
拠
点
を

設
立
す
る
為
土
地
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
物
流
倉
庫
を
含
む
将
来
の
施
設
は
、
同
社

が
生
産
能
力
を
拡
大
し
、
国
内
地
域
お
よ
び
世

界
市
場
に
お
け
る
顧
客
の
需
要
増
加
に
対
応
す

る
の
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ヴ
ィ
ナ
サ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
、

　
　
　
　

W
H
A
工
業
団
地
1
の

　
　
　
　
　
　

土
地
リ
ー
ス
契
約
を
締
結

Nguyen Thi Bich Lien氏(左から3人目) - WHA工業
地帯ゲアン省JSCの最高責任者、Le Khac Thai氏(右
から3人目)、ヴィナサン・エナジー・インベストメント
JSC取締役。ヴィナサン・エナジー・インベストメント
JSCは、ヴィナサン・エナジー・インベストメントJSCの
社長であるNguyen Duc Chinh氏(右から2番目)

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
－

ゲ
ア
ン
は
、
ゲ
ア
ン
省
ギ
ロ
ッ
ク
区
ギ
ー
フ

ン
自
治
体
の
祖
国
戦
線
委
員
会
に
1
5
0
0

万
ド
ン
の
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
他
の
企
業
と
協
力
し

な
が
ら
有
意
義
な
社
会
活
動
を
行
な
い
、
自

治
体
内
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
を
支
援
す
る
た

め
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン

１
―
ゲ
ア
ン 

の
代
表
者

は
、
W
H
A

グ
ル
ー
プ
が

ギ
ー
フ
ン
自

治
体
の
発
展

に
今
後
も
全

面
的
に
貢
献

し
て
い
く
こ

と
を
表
明
し

ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

　

ゲ
ア
ン
省
ギ
ロ
ッ
ク
区

　
　

ギ
ー
フ
ン
自
治
体
に
寄
付
金
を
贈
呈
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

ＷＨＡグループ、コロナ後のASEAN自動車産業の見通しについて
投資家クラブ・セミナー開催 
ＷＨＡグループ、コロナ後のASEAN自動車産業の見通しについて
投資家クラブ・セミナー開催 

WHAグループは“コロナ　パンデミック後のASEAN
自動車産業の見通し”についてオンライン投資家クラ
ブ・セミナーを開催しました。WHAインダストリアル・
デベロップメント社デビッド・ナードン、産業兼国際部
グループ取締役はJessada Thongpak　ASEAN乗
用車市場リサーチ＆アナリスト部長, Siri Kanjanasi-
ri ASEAN パワートレイン産業市場リサーチ・アナリ
ストらHISマークイットの専門家を招き、タイ及び東南
アジアの自動車産業の生産見通しについての意見交
換を行いました。講演者は新しい需要とトレンドにつ
いても議論し、参加者に業界回復後の展望を示しまし
た。

WHAUP、
第23回学校貢献プログラムを支援
WHAUP、
第23回学校貢献プログラムを支援

W
H
A
、 

企
業
と
求
職
者
と
の
職
業
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
始
動
へ

　WHA コーポレーションのジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グループ CEO はエクゼクティブ
　プログラムの一環でイースタン・シーボード工業団地 1（WHA　ESIE1）とイースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）を訪問したセキュリティ　マネージメント　アンド　リーダーシップの役員及び参加
者を温かく迎えました。タイ国立防衛大学のスポット・タムマロンラット副理事長に率いられた使節団は、
東部経済回廊（EEC）にあるWHA工業団地のオペレーションを見学。今回の訪問ではWHAが顧客支援の
ため技術を駆使し強化しているインフラとサービスの概要についての説明を受けました。

W
H
A
、
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
・
レ
ム
チ
ャ
バ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
開
所
式
を
開
催

WHAコーポレーション法人マーケティング部シニア・マネジャー
Fasai Finch氏（左から3番目）、WHAインダストリアル・デベロップ
メント　環境＆セーフティーシニアマネジャーPiyatida Tirawan氏
（右端）、同副工業団地責任者Sathapanic Piroondee氏（左端）
はUNタイレジデントコーディネーターGita Sabharwal氏（中央）、
データ集計オフィサーThaamana Lekprichakul氏（右から3番目）
UNIDOプログラム・オフィサーSooksiri Chamsuk氏（右から２番
目）を歓迎した。

関
係
に
あ
る
D
B
シ
ェ
ン
カ
ー
社
は

1
0,
1
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
占
有
。

タ
イ
国
内
お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
近
隣
諸
国
の
タ
イ
・

サ
ム
ス
ン
電
子
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
部
経
済
回
廊
（
E
C
C
）
の
中
心

に
位
置
す
る
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

セ
ン
タ
ー
は
タ
イ
・
サ
ム
ス
ン
電
子
の

メ
イ
ン
工
場
か
ら
わ
ず
か
4
.
5
キ
ロ

の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
高
速
道
路
に
も

近
く
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
深
海
港
、
ス
ワ

ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
、
バ
ン
コ
ク
中
心
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
で
す
。

　

建
物
は
広
く
、
デ
ザ
イ
ン
設
計
で
は

平
面
フ
ロ
ア
を
採
用
し
て
お
り
、

L
E
D
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
と
い
っ

た
設
備
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
物
流
施

設
に
と
り
必
要
不
可
欠
な
条
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
。
敷
地
は
経
営
部
、
管
理

部
の
業
務
の
ほ
か
、
研
修
活
動
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ン
サ
ク
ン
C
E
O
は
、

「
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

に
一
流
企
業
2
社
を
お
迎
え
す
る
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
E
E
C

域
内
の
物
流
業
界
に
お
け
る
我
々
の
戦

略
的
役
割
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
タ
イ
・

サ
ム
ス
ン
電
子
と
D
B
シ
ェ
ン
カ
ー
が

タ
イ
と
近
隣
国
に
商
業
的
地
位
を
確
立

し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
広
め
て
い
く
過
程

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
関
係
は
顧
客
と
W
H
A
双
方
に

と
っ
て
、
ま
さ
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

（
W
i
n
―
W
i
n
）
の
関
係
で
あ
り
ま

す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　

新
設
さ
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

P
iy
a
b
u
t C
h
a
ru
p
h
e
n
 

B
I
G
社
社
長

タ
ー
を
含
め
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
国

内
に
合
計
面
積
2
3
9
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
物
流
施
設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
ビ
ル
ド
・
ト
ゥ
・
ス
ー
ツ

型
物
流
施
設
（
B
T
S
）、
レ
デ
ィ
・

ビ
ル
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
R
B
F
）、

倉
庫
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
で
は
今
後
3
、
4
年
以
内
に
規

模
を
3
0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
広

げ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

タ
イ
国
内
大
手
物
流
・
工
業
団
地
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
P
C
L
は

こ
の
ほ
ど
W
H
A
顧
客
の
求
人
ニ
ー
ズ

と
求
職
者
の
適
性
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
求
人
サ
イ
ト
W
H
A

「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
C
R
S
活
動
の

一
環
と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
E
ジ
ョ
ブ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
W
H
A

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に
ア
ク
セ

ス
で
き
、
求
職
者
の
資
格
と
ス
キ
ル
を

W
H
A
の
物
流
セ
ン
タ
ー
と
工
業
団
地

内
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
末
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
ン
チ
以
来
、

W
H
A
の
顧
客
企
業
よ
り
1
0
0
件
を

超
え
る
求
人
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
現
在
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
W
H
A

顧
客
の
み
な
ら
ず
、
東
部
経
済
回
廊

（
E
C
C
）
域
内
の
工
業
団
地
、
物
流

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
、
教
育
機
関
、

政
府
機
関
な
ど
へ
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
7
月
15
日
か
ら
31
日
に
か
け
て

「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
週
間
」
を
開

催
し
、
企
業
と
人
材
派
遣
会
社
が
最
終

候
補
者
ら
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
接
を

行
い
ま
し
た
。
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て

話
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

企
業
説
明
会
は
適
材
適
所
の
人
材
を
発

掘
す
る
絶
好
の
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
多
く
の
企
業
と
そ
こ
で
働
く
多
く

の
従
業
員
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
で
は
生
産
ラ
イ
ン
で
の
欠
員

の
埋
め
合
わ
せ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
企
業
も
出
て
き
ま
し
た
」
と
W
H
A

グ
ル
ー
プ
取
締
役
兼
産
業
・
国
際
グ

ル
ー
プ
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ノ
ー
ド
ン
氏
は
話
し
ま
す
。
さ
ら

に
、「
W
H
A
の
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
通
し
て
、
顧
客
の
人
的
資
源
の

創業 23年を迎えるWHAグループは、WHA 工業団地に所在する50 社以上の企業とともに、低所得者家庭の学生の生活レ
ベルを向上させるための教育支援を行なっています。WHA グループによる貢献プログラムは近隣コミュニテｲや社会にも好影
響を与えています。

7月には 5 日間に
わ たり WHA グ
ループの経営幹部
らが WHA 工業
団地に近い 50 の
学校と児童発達支
援センター 15 カ
所を訪 問、2 万
400 人の子どもに
社会生活や学校
生活で必要な物資
やスポーツ用品を
届けました。児童
はそれぞれバック
パック、ノート、
ペン、鉛筆、クレ
ヨンやその他の用
具を受け取りまし
た。
WHA コーポレー
ション PCL コー
ポレート・マーケ
テｲング部のシヤ
パット・チャンタ

CSR

国連 (UN) 及び国際連合工業開発機関 (UNIDO) から
の代表団が東部経済回廊（EEC）に位置するWHAイー
スタン・シーボード工業団地を訪問しました。訪問の
目的は、WHA の事業運営が UN の掲げる「持続可
能な開発目標」の 17 項目に則しているかを確認する
ためです。
国連は現在タイ工業団地公社（IEAT）と共働し、資
源の有効活用と低炭素工業団地の開発を進めていま
す。使節団は WHA が推進する持続可能かつ長期的
ビジョンに立ったエコ・フレンドリーな工業団地として
の使命についての説明を受けました。

WHAグループは「We care for Nong Kae」 プログラムの一
環としてサラブリ県ノンケー地区へ寄付を行ないました。新型
コロナウイルスの影響を少なからず受けた地元コミュニティを
支援するため官民合同でのフードドネーションが行なわれまし
た。サラブリ県知事マンラット・ラタナスコン氏はチャリティー
イベントにおいて、WHAサラブリ・インダストリアル・ランド
（WHA　SIL）代表ナロンサック・チャットチャバン氏をはじめ、
地方自治体、企業などから支援物資を受け取りました。また、
6500 食（お弁当 2000 箱分）が新型コロナウイルス感染拡
大で経済的に苦しい状況に追い込まれた地元住民に配られま
した。WHA グループは地元コミュニティに寄り添い、このパ
ンデミックを共に克服するための役割を今後も担っていきま
す。

ニ
ー
ズ
と
求
職
者
の
資
質
と
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
、
全
て
の
人
々
に
と
っ
て

W
i
n
-
W
i
n
状
況
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
顧
客
が
欠
員
情
報
と
求
人
条

件
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
求
職
者

は
申
請
書
類
を
無
料
で
W
H
A
工
業
団

地
の
ウ
ｴ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
W
H
A
の
サ
イ
ト
は
政

府
機
関
の
職
業
教
育
委
員
会

（V
o
c
a
tio
n
a
l E

d
u
c
a
tio
n
 

C
om
m
ission

）
の
サ
イ
ト
に
も
リ

ン
ク
し
て
お
り
、
全
国
の
職
業
訓
練
校

や
理
数
系
の
卒
業
生
ら
が
求
人
案
内
を

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
「
E
ジ
ョ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

求
人
案
内
へ
の
情
報
掲
載
は
簡
単
で
す
。

ま
ずw

w
w
.w
ha-industrialestate.co

に
ア
ク
セ
ス
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
上

の
「
W
H
A 

J
o
b 

P
o
o
l
」　

ア

イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
企
業
は
求

人
広
告
が
掲
載
で
き
、
求
職
者
は
求
職

申
請
書
に
記
入
し
提
出
す
る
こ
と
が
、

と
も
に
無
料
で
行
え
ま
す
。

B
I
G
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

 

　
　
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
産
業
ガ
ス
生
産
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
給
の
合
弁
会
社
設
立
へ

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）最高経営
責任者であるNiphon Bundechanan博士はWHAグループのスタッフと
ともに、WHA工業団地に入居する70社以上の企業及び経営パートナー
らと協働で、第23回学校貢献プログラムを支援。65校の生徒20,400人
以上に学校教材やスポーツ用品などを届けました。当プログラムでは学校
再開時に生徒一人一人が安全に学校生活を送れるよう、個々の衛生と健
康意識を高めることも目的の一つとなっています。

WHAグループ、学生の明るい未来のための学校貢献プログラム
Covid-19バンデミックの厳しい状況の中、これまでと変わらぬ支援を続ける
WHAグループ、学生の明るい未来のための学校貢献プログラム
Covid-19バンデミックの厳しい状況の中、これまでと変わらぬ支援を続ける

W
H
A
グ
ル
ー
プ
経
営
幹
部
と
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
メ
ガ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
・
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
2
の
開
所
式

に
参
列
す
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ン
サ
ク
ン
C
E
O
（
前
列
中
央
）、
お
よ
び
ジ
ャ
ク
リ
ッ
ト
・

チ
ャ
イ
サ
ニ
ッ
ト
最
高
執
行
責
任
者
（
前
列
右
か
ら
2
人
目
）

WHAグループ、コロナ渦で苦しむ
サラブリ県ノンケー地区のコミュニティを支援
WHAグループ、コロナ渦で苦しむ
サラブリ県ノンケー地区のコミュニティを支援

　

新
た
に
設
立
さ
れ
る
合
弁
会
社
は
、

ガ
ス
製
造
プ
ラ
ン
ト
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

を
建
設
し
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
E
S
I
E
）
内
の
入
居

企
業
へ
窒
素
ガ
ス
を
供
給
し
ま
す
。
長

期
的
に
は
生
産
を
拡
大
し
、
タ
イ
国
内

の
他
の
W
H
A
工
業
団
地
へ
も
供
給
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

タ
イ
の
産
業
ガ
ス
大
手
、
バ
ン
コ
ク
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ガ
ス

（
B
I
G
）
と
工
業
団
地
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

大
手
の
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
W
H
A
I
D
）

は
合
弁
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を

2
0
2
0
年
8
月
27
日
に
発
表
し
ま
し

た
。
社
名
を
B
I
G　

W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
ガ
ス
社
と
し
、
株
式
を

B
I
G
が
51
％
、
W
H
A
I
D
が
49
％

保
有
し
ま
す
。

　

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
、
合
弁
会
社
は
ガ

ス
製
造
プ
ラ
ン
ト
と
配
給
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
建
設
し
、
タ
イ
の
自
動
車
産
業

集
積
地
で
あ
る
E
S
I
E
内
と
隣
接
す

る
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド

WHAグループ、工業団地におけるグリーンイニシアチブについての
研究を行う国連（UN）、国際連合工業開発機関（UNIDO）使節団を歓迎
WHAグループ、工業団地におけるグリーンイニシアチブについての
研究を行う国連（UN）、国際連合工業開発機関（UNIDO）使節団を歓迎

　

流
通
・
工
業
団
地
運
営

大
手
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は

7
月
2
日
、
メ
ガ
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
、

レ
ム
チ
ャ
バ
ン
2
の
開
所

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
メ

ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
・
レ
ム
チ
ャ
バ
ン

１
か
ら
６
キ
ロ
ほ
ど
の
離

れ
た
場
所
に
位
置
す
る
新

施
設
は
、
レ
ン
チ
ャ
バ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
の
２
つ

目
の
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、

タ
イ
全
体
で
は
38
番
目
の

施
設
と
な
り
ま
す
。　

敷

地
面
積
4
4,
8
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
の
新
施
設
は
２

つ
の
テ
ナ
ン
ト
に
貸
し
出

さ
れ
ま
す
。
3
4,
7
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
を
占
有
す

る
タ
イ
・
サ
ム
ス
ン
電
子

は
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
と
い
っ

た
家
電
製
品
の
主
要
物
流
施
設
と
し
て

利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
10
年
以
上
タ
イ
・

サ
ム
ス
ン
電
子
と
契
約
パ
ー
ト
ナ
ー
の

工
業
団
地
１
（
W
H
A 

E
S
I
E
1
）

の
入
居
企
業
に
窒
素
ガ
ス
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
操
業
開
始
は

2
0
2
2
年
前
半
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通

し
て
酸
素
ガ
ス
や
そ
の
他
の
産
業
ガ
ス

を
製
造
・
配
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
の

W
H
A
工
業
団
地
へ
も
事
業
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
視
野
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
「
我
々
は
W
H
A
I
D
と
合
弁
会
社

を
設
立
す
る
こ
と
を
非
常
に
喜
ば
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
E
S
I
E
と

W
H
A　

E
S
I
E
1
の
入
居
企
業

へ
、
将
来
的
に
は
他
の
W
H
A
工
業
団

地
へ
も
効
率
的
に
、
か
つ
信
頼
の
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と

P
iyabut C

haruphen 

B
I
G
社

社
長
は
述
べ
て
い
ま
す
。「
我
々
の
最

先
端
産
業
ガ
ス
製
造
と
パ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
配
給
、
デ
ジ
タ
ル
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
技
術
は
信
頼
性

の
高
い
ガ
ス
供
給
だ
け
で
な
く
、
ト

ラ
ッ
ク
で
の
配
送
よ
り
コ
ス
ト
を
削
減

し
、
配
給
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
我
々
B
I
G
社
の
産
業
ガ
ス

分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
革
新
と
技
術

は
タ
イ
の
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
長
に
貢
献
す
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
」

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
兼
国
際
部
門
の

最
高
責
任
者
で
あ
る
デ
ビ
ッ
ト
・
ナ
ー

ド
ン
氏
は
「
こ
の
新
し
い
合
弁
企
業
は

我
々
の
企
業
理
念
で
あ
る
〝
ス
マ
ー
ト

　

エ
コ
工
業
団
地
〞
に
即
し
た
も
の
で
、

提
携
企
業
と
の
W
i
n
ー 

W
i
n
の
関

係
を
築
く
経
営
戦
略
と
も
合
致
す
る
も

の
で
す
」
と
指
摘
し
ま
す
。「
我
々
は

付
加
価
値
の
加
わ
っ
た
新
し
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
既
存
の
製
品
を
進
化

さ
せ
た
も
の
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を

共
通
目
的
と
し
て
B
I
G
社
と
共
有
し

て
い
き
た
い
。
こ
の
合
弁
事
業
は
我
々

が
よ
り
進
化
し
た
形
で
、
工
業
団
地
内

に
産
業
ガ
ス
を
供
給
し
、
配
給
で
き
る

よ
い
一
例
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

　

産
業
ガ
ス
は
自
動
車
、
電
機
、
石
油
、

石
油
化
学
、鉄
鋼
業
、ガ
ラ
ス
、飲
食
業
、

医
療
用
ガ
ス
な
ど
と
い
っ
た
広
い
産
業

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
社
産
業
兼
国
際
部
門
の
最
高
責
任
者

デ
ビ
ッ
ト
・
ナ
ー
ド
ン
氏

チャイロート部長率いる会社幹部らは、アルコールジェルを各
学校に配布し、新型コロナウィルスの感染拡大から身を守るよ
うに教師と学生に伝えました。「地区と学校関係者は寄贈品を受
け取り、感謝の意を述べていました。我々はまた学校の再開に
合わせ、学校側に正しい公衆衛生と健康への意識を高めるよう
伝えました」
「教育はコミュニテｲが持続的に繁栄していくために必要不可欠
なものです。近隣の人々の命を守り、社会環境を改善すること
が出来ます」とWHAグループ取締役会副会長兼産業・国際グ
ループエクゼクティブのデビッド・ナードン氏は述べています。「こ
の 20 年間、我々はさまざまな地域で従業員、経営陣、顧客ら
が集まって行う支援プログラムを展開してきました。手を取り合っ
て一緒に行動すれば教育を通して改革をもたらすことが出来ると
信じています。スポンサーの皆様の温かいご支援に感謝いたし
ます」。
ジャリーポーン・ジャルコーンサクン WHA コーポレーション
PCL 会長兼グループCEOはコミュニティの若い世代へ投資する
ことを大切さを強調。「WHA グループは若いコミュニティメン
バーが社会で生活していく上で必要なスキルを身につけ、自身
の生活環境を改善することを可能とする教育プログラムを展開し
てきました。これはタイ政府による『タイランド 4.0』の中でも
定められている、教育格差を是正するものでもあります」
WHA グループではコミュニテｲが持続可能な発展を果たし、学
生たちがバランスのとれた教育を受けられるよう、これからもコ
ミュニテｲを支え続けていきます。教育は若い世代の生活を向上
させ、責任感の強い大人となり、社会に貢献できる人材となる “要
（かなめ）” となるものです。
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